
（景観・文化・観光を重点戦略とする歴史都市・京都の創生と美しいまちづくり） 

 

□ 景観・文化・観光を重点戦略とする 

歴史都市・京都の創生と美しいまちづくり 

 1,329,800 

 （15項目） 

 歴史都市・京都の創生  

◇国家戦略としての京都創生の推進 ＜充実＞ 35,000 

京都創生の実現に向けて，京都創生百人委員会と連携して国・国民への周知及び  

理解向上のため積極的に働きかけるとともに，京都創生推進フォーラムを核に市民 

レベルでの京都創生の取組の拡大を図る。また，これまでの成果を踏まえ，国の   

具体的な政策につながる景観・文化・観光などに関する調査研究を進める。 

◆国・国民に対する取組 

東京において国会議員，省庁，京都ファンに焦点を絞った取組を展開する。 

取組内容 東京における京都創生講座の実施 

日本の京都研究会の継続実施 

東京メトロ（地下鉄）へのポスター掲出 

◆市民の自主的な活動を促進する取組 

京都創生推進フォーラムを核とした事業を展開するとともに，同フォーラム運営

委員会の各委員団体との共同事業を展開することにより，市民に対して京都創生の

周知を図り，理解を深めることで，京都創生に対する賛同の輪を拡大し，自主的な

活動の促進を図る。 

取組内容 フォーラム事業の展開 

運営委員各団体との共同事業の実施 

◆市における取組 

国家戦略としての京都創生の提言及び京都創生策（案）に掲げられた主要項目の

うち，更に検討を要するものを採り上げ，具体化に向けた調査研究を進める。 

 〔総合企画局 京都創生推進室 TEL 222-3375〕 
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 美しく魅力ある町並み景観の形成  

◇電線類地中化事業 ＜充実＞ 245,300 

豊かな自然と優れた文化遺産，伝統的な町並みなどの歴史的風土を保全し，市街地

景観の向上を図るため，電線類地中化を面的・集中的に実施する。 

１８年度は，新たに伝統的建造物群保存地区である上賀茂地区において，調査など

に着手するとともに，祇園・岡崎地区において，引き続き取組を進める。 

全体事業費 １，３２０百万円 

（局配分枠１，０７５百万円，政策重点化枠２４５百万円） 

 〔建設局 道路維持課 TEL 222-3568〕 

◇京都創生・景観づくり事業  48,000 

「時を超え光り輝く京都の景観づくり審議会」の「中間取りまとめ」を受けて，   

５０年後，１００年後の将来を見据えた歴史都市・京都にふさわしい景観づくりの取組

に速やかに着手する。 

◆高さとデザインによる景観形成事業 ＜新規＞  15,000 

歴史都市・京都にふさわしい景観づくりに向け，地域特性に応じたきめ細やかな

高さ規制の見直しやデザイン基準の策定等を行う。 

◆歴史的景観再生事業 ＜新規＞  10,000 

地域の良好な景観の形成に重要な京町家などを景観法に基づく「景観重要建造物」

に指定し，外観改修に対する助成を行う。この「景観重要建造物」を核として，  

「京町家まちづくりファンド」とも連携しながら，歴史的町並み景観の面的再生を

図る。 

景観重要建造物の概要 

行為の制限 外観変更等は市長の許可が必要 

助成制度等 外観改修に対する助成（補助率２／３，限度額６百万円） 

相続税の適正評価適用 

指定予定件数 １８年度６０件 
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◆優良屋外広告物誘導事業 ＜新規＞  23,000 

地域にふさわしい屋外広告物の基準の見直しについて，商店街等とも連携し検討

するとともに，優良な屋外広告物を誘導するため，表彰制度を創設する。また，  

モデル地域を設定し，短期集中的な取組により違反指導の強化を図る。 

モデル地域 四条地域，河原町地域，木屋町地域 

 〔都市計画局 都市景観課 TEL 222-3474〕 

 〔都市計画局 景観企画課 TEL 222-3397〕 

 〔都市計画局 風致保全課 TEL 222-3475〕 

 歴史と文化の継承・発信  

◇京響創立５０周年記念事業 ＜新規＞ 30,000 

京都市交響楽団が創立５０周年を迎えるに当たり，より一層市民に愛され，世界に

誇れるオーケストラとして更なる飛躍を遂げるため，「京からの発信 京の響」を基調

として，バースデー・コンサートや国内ツアーなど多彩な記念事業を実施する。 

 〔文化市民局 交響楽団 TEL 222-0331〕 

◇元離宮二条城計画的整備事業 ＜新規＞ 100,000 

世界遺産である元離宮二条城をより良い姿で後世に継承していくため，文化財保護

や防災などの観点から，計画的な整備の取組を進める。 

 〔文化市民局 元離宮二条城事務所 TEL 841-0096〕 

◇京都文化芸術都市創生条例（仮称）の推進 ＜新規＞ 3,000 

京都文化芸術都市創生条例（仮称）の制定を機に，京都を一層の広がりと深さをも

つ文化芸術都市として創生するため，条例の普及啓発を行うとともに，文化芸術都市

創生計画（仮称）の策定など，具体化を図る。 

 〔文化市民局 文化課 TEL 222-4105〕 
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◇京都国際マンガミュージアム（仮称）施設整備 ＜新規＞ 102,000 

京都精華大学と共同し，生涯学習・文化・産業・観光の振興及び地域活性化に寄与

するマンガ・アニメの日本初の総合拠点となる京都国際マンガミュージアム（仮称）

を開設する。 

場  所 中京区両替町通御池上る金吹町（元龍池小学校） 

施設面積 ４，８８０㎡ 

施設内容 常設展示室，研究展示室，収蔵庫，多目的ホール など 

開設時期 １８年１１月  

 〔教育委員会事務局 生涯学習部 TEL 222-3184〕 

◇左京に息づく伝統文化の保存・継承と観光の振興～京都創生へ左京から～ 

 ＜新規＞ 6,000 

左京区内に数多く残る市登録文化財を中心とした伝統行事・芸能を，地域との   

パートナーシップにより，映像に記録し，保存・継承を図るとともに，ＤＶＤ制作や

インターネットによる発信などにより，観光振興にも活用する。 

 〔左京区役所 総務課 TEL 771-4235〕 

◇文化財とその周辺を守る防災水利モデル整備 ＜新規＞ 400,000 

大規模災害時などの大火に対しても，消火活動や延焼防止を行い，人命はもとより，

文化財とその周辺地域を一体として守ることができる新たな防災水利を，国の支援を

得て整備する。   

１８年度は，非常電源付送水ポンプを備えた１，５００㎥級耐震型防火水槽を設置

し，耐震性能を有する配水管及び市民による初期消火活動にも利用可能な消火栓等を

モデル整備する。 

 場  所 東山区清水地域（高台寺公園付近） 

 〔消防局 庶務課 TEL 212-6635〕 
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 魅力ある観光の創造  

◇「京都おこしやす大学（仮称）」の開設 ＜新規＞ 20,000 

市内全体をキャンパスに見立て，京都の優れた伝統文化から現代文化にわたる各種

文化や文化遺産，また，伝統産業や先端ＩＴ技術などの産業資源等を楽しみながら  

学ぶことのできる体験・学習型観光推進事業「京都おこしやす大学（仮称）」     

プロジェクトを展開する。また，ファンクラブを創設し，会員に旬の京都情報や講座

の案内を送付するなど受講生の確保を図る。 

開設学部・講座 文学部「源氏物語を学ぶ」，伝統工芸学部「西陣織体験」など 

大学の学部，講座に見立てた体験・学習型プログラムを旅行 

会社と共同企画，販売 

 〔産業観光局 観光振興課 TEL 222-4133〕 

◇海外情報発信・収集拠点の整備 ＜新規＞ 12,000 

本市の外国人観光客誘致における５大重点市場に京都観光の情報拠点を新たに整備

し，現地の実情に応じた効果的かつ継続的な情報発信・情報収集活動を実施する。 

 整備計画 １８年度 韓国（ソウル），中国（北京），オーストラリア（シドニー） 

      １９年度 アメリカ，台湾 

  〔産業観光局 観光振興課 TEL 222-4133〕 

◇オール京都の観光振興体制づくり推進事業 ＜新規＞ 5,000 

５０００万人観光都市の確かな実現に向け，新たに京都観光振興連合会議（仮称）

を設立し，京都を挙げた観光振興の推進を図る。 

 組織構成 京都市，京都府，京都商工会議所，京都市観光協会，京都府観光連盟 

 事 務 局 京都市観光協会 

 〔産業観光局 観光企画課 TEL 222-4130〕 
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◇宇多野ユースホステル再整備 ＜新規＞ 293,000 

国内観光客はもとより，外国人観光客にもより一層利用されやすい施設とするため，

老朽化した施設の再整備を行う。 

１８年度は，１７年度に引き続き実施設計を進めるとともに，現施設の解体撤去を

行い，建設に着手する。 

 場     所 右京区太秦中山町 

 施 設 面 積 ２，３４０㎡ 

 総 事 業 費 ９３４百万円 

 １８年度事業費 ３３５百万円 ※局配分枠予算は実施設計費等 

         （局配分枠４２百万円，政策重点化枠２９３百万円） 

    開 設 時 期 ２０年３月  

 〔産業観光局 観光企画課 TEL 222-4130〕 

◇大原地区観光農村育成事業 ＜新規＞ 29,000 

豊かな自然環境と歴史・文化資源が調和した田園風景の広がる大原地区において，

美しい農村景観や自然を生かしつつ，農業基盤の整備を進め，地域の散策，農作物の

収穫体験などを通じた農業と観光の連携による都市と農村の交流を促進し，地域の 

活性化を図る。 

１８年度は，１７年度に策定した整備実施計画に基づき整備に着手する。 

 実施主体 京都大原土地改良区 

 実施期間 １７～２３年度 

 総事業費 ５４３百万円（うち京都市負担１７５百万円） 

 事業内容 ほ場整備１５．９ｈａ，農道整備４，０６０ｍ，交流施設整備など 

 〔産業観光局 農業振興整備課 TEL 222-3352〕 

◇わがまち深草 いきいき探訪 ＜新規＞ 1,500 

深草地域を古くから「呉竹の里」として印象付けてきた竹を活用し，竹炭の製作  

などを通じて，地域のコミュニティの活性化を図る。 

 〔伏見区役所深草支所 総務課 TEL 642-3125〕 

 


